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本FBL/PBLの概要 本FBL/PBLの目標

屋外のサイン 屋内のサイン

 公共空間における情報提供の方法

を考え直し、そこで情報を伝えるだ

けでなく、情報の受け手に

「価値のある体験」を生む行動を誘

起するサインデザインのあり方を考

える。

 今回は、吉田ファブにおける

サインシステムの策定を行った。

 吉田ファブが「何を行う場所で
あるか」を伝えたい

 サインを作るにあたって
ー誰の目にも留まるものでないと
いけない
ー誰がマークを見ても内容が
分かるものでないとならない

 吉田ファブの屋外と内部に
サインを設置した。

 リバース・グラフィティの手法を用い
て、サインを設置した

 吉田ファブのリピーターの増加を
目的とし、サインを作成した


